
 

※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 3035 

令和５年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 
地理総合 単位

数 
3単位 年次 2年次 

使用教科書 
高等学校 新地理総合（帝国書院） 

新詳高等地図（帝国書院） 

副教材等 
新詳地理図表 COMPLETE2023（帝国書院） 

地理統計 Plus-WebGIS付き-2023年版（帝国書院） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・地図に親しんでください。 

・やみくもに地名や地理用語を暗記するのではなく、自然地理では自然現象の法則に、人文地理

では歴史的背景や経済原理に留意して理解してください。 

・信頼できる資料やデータを自分で見つけ出し、それを適切に読み取り、世界で起きている様々

な問題について考察してください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・地理的な見方・考え方、及び地図や GISをはじめとする地理的技能を適切に活用する力を身に

つける。 

・現代社会に生起するさまざまな地球的課題に対して、科学的知見に基づいて理解し、解決に向

けての主体的に取り組む力を身につける。 

・地理的諸問題に対して、国際社会の担い手として、平和で民主的な国家・社会を形成する総合

的な力を身につける。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・現代世界の地理的事象に

ついて、考察するための

手掛かりとなる基礎知識

を理解している。 

・現代世界の諸問題を解決

するために必要な地理的

技能の基本を身につけて

いる。 

・現代世界の地理的事象につ

いて、基礎知識をもとに多

面的、多角的に考察し表現

している。 

・さまざまな地理的技能を適

切に活用し、現代世界の諸

問題について考察し表現

している。 

・国際社会の担い手として、

よりよい国家・社会の実現

を視野に、地理的事象につ

いての知識と地理的技能

を適切に活用し、現代世界

の諸問題を追究・解決しよ

うとしている。 
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上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元名 学習内容 

単元（題材）の 

評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

第
一
部 

地
図
で
と
ら
え
る
現
代
世
界 

第１章 地図と地理情報システム 

１節 地球上の位置と時差 

２節 地図の役割と種類 

a:地図や地理情報システムに

関わる基礎知識を理解して

いる。 

b:地図や地理情報システムを

多面的・多角的に考察し、表

現している。 

c:地図や地理情報システムを

用いて、課題を主体的に追

究、解決しようとしている。 

定期

考査 

定期 

考査 

 

 

ワーク 

小テスト 

学習状況 

振り返り 

第
二
部 

国
際
理
解
と
国
際
協
力 

第 1 章 生活文化の多様性と国際理解 

1 節 世界の地形と人々の生活 

a:地形と人々の生活に関わる

基礎知識を理解している。 

b: 地形と人々の生活につい

て多面的・多角的に考察し、

表現している。 

c: 地形に関わる諸問題につ

いて主体的に追究、解決し

ようとしている。 

定期

考査 

定期 

考査 

 

 

ワーク 

小テスト 

学習状況 

振り返り 

第
三
部 

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
と
私
た
ち 

第 1 章 自然環境と防災 

１節 日本の自然環境 

２節 地震・津波と防災 

３節 火山災害と防災 

４節 気象災害と防災 

５節 自然災害への備え 

 

第２章 生活圏の調査と地域の展望 

１節 生活圏の調査と地域の展望 

a:自然環境と防災に関わる基

礎知識を理解している。 

b: 自然環境と防災について

多面的・多角的に考察し、表

現している。 

c: 自然環境と防災について

主体的に追究、解決しよう

としている。 

定期

考査 

定期 

考査 

 

ワーク 

小テスト 

学習状況 

振り返り 
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２
学
期 

第
一
部 

地
図
で
と
ら
え
る
現
代
世
界 

第２章 結びつきを深める現代社会 

１節 現代世界の国家と領域 

２節 グローバル化する世界 

a:国家と領域、国際社会に関

わる基礎知識を理解してい

る。 

b: 国家と領域、国際社会につ

いて多面的・多角的に考察

し、表現している。 

c: 国家と領域、国際社会の諸

問題に主体的に追究、解決

しようとしている。 

定期

考査 

定期 

考査 

 

 

ワーク 

小テスト 

学習状況 

振り返り 

第
二
部 

国
際
理
解
と
国
際
協
力 

第 1 章 生活文化の多様性と国際理解 

２節 世界の気候と人々の生活 

３節 世界の言語・宗教と人々の生活 

（一部のみ） 

 

第２章 地球的課題と国際協力 

１節 複雑に絡み会う地球的課題 

２節 地球環境問題 

a:気候や環境問題と人々の生

活に関わる基礎知識を理解

している。 

b: 気候や環境問題と人々の

生活について多面的・多角

的に考察し、表現している。 

c: 気候や環境問題に関わる

諸問題に主体的に追究、解

決しようとしている。 

定期

考査 

定期 

考査 

 

 

ワーク 

小テスト 

学習状況 

振り返り 

 

 

３
学
期 

第
二
部 
国
際
理
解
と
国
際
協
力 

第 1 章 生活文化の多様性と国際理解 

３節 世界の言語・宗教と人々の生活 

４節 歴史的背景と人々の生活 

５節 世界の産業と人々の生活 

 

第２章 地球的課題と国際協力 

３節 資源・エネルギー問題 

４節 人口問題 

５節 食料問題 

６節 都市・居住問題 

a:世界の地理的多様性に関わ

る基礎知識を理解してい

る。 

b:世界の地理的多様性につい

て多面的・多角的に考察し、

表現している。 

c:世界の地理的多様性につい

て主体的に追究、解決しよ

うとしている。 

定期

考査 

定期 

考査 

 

 

ワーク 

小テスト 

学習状況 

振り返り 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度    


